
２点 A0 10 , 1  , B0 13 , 4  から等距離にある点 P の軌跡を求めよ。１.１.１.１.

AB=6 である２定点 A , B に対して，条件 2AP + 2BP =26 を満たす点 P の軌２.２.２.２.

跡を求めよ。

２点 A0 10 , 0  , B0 16 , 0  からの距離の比が 2 : 1 である点 P の軌跡を求めよ。３.３.３.３.

a が実数全体を変化するとき，放物線 y=-2 2x + 0a 1-1 x+a+1 の頂点 P の軌４.４.４.４.

跡を求めよ。

２点 A05 , 1-3  , B0 11 , 6  と円 2x + 2y =9 の周上の動点を Q とするとき，△ABQ５.５.５.５.

の重心 P の軌跡を求めよ。

放物線 y= 2x  と直線 y=m0x 1-1  が異なる２点 A , B で交わっているとき，次６.６.６.６.

の問いに答えよ。

(1)　定数 m の取りうる値の範囲を求めよ。

　

(2)　m の値が変化するとき，線分 AB の中点の軌跡を求めよ。

不等式 0
2x + 2y 1-1 0 x 1- y >0 の表す領域を図示せよ。７.７.７.７.

連立不等式>
(+2x 2y 10

)--2x y 5 0
…0 1※ の表す領域を D とする。このとき，次の問いに答えよ。８.８.８.８.

(1)　x , yが連立不等式（※）を満たすとき，-x+2yの最大値，最小値とそのときのx , y

　　の値を求めよ。

(2)　領域 D の面積を求めよ。
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